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日本藻類学会

日本藻類学会は1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学生

は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は 1口20，000円とする。

庶務および会計に関する通信は， 602京都市上京区下立売過小川東入 日本藻類学会宛に，また「藻類」

への原稿の送付は 184小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸大学生物学教室内 日本藻類学会編集委員会宛にさ
れたい。

The Japanese Society of Phycology 

TheJapanese Society ofPhycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any aspect ofphycology. 
Eitherindividuals or organizations may become members ofthe Society. TheJapaneseJournal ofPhycology (SORUI) 

is published quarter1y and distributed to members free of charge. 

Inquiries and other information regarding the society should be addressed to The Japanese Society of 

Phycology， Shimotachiuri Ogawa Higashi， Ka皿 ikyoku，Kyoto， 602Japan. The annual dues (1990) for overseas 

members are 7，000 Yen (Send the remittance to TheJapanese Society ofPhycology at the above address). 
Manuscript for publication should be submitted directIy to the Editor-in-Chief， Prof. I. Shihira-Ishikawa， 

Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikita・皿achi，Koganei-shi， Tokyo，184 Japan. 
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日本藻類学会第16回大会のお知らせ

日本藻類学会第15回大会を下記の要領で附催します。奮ってご参加下さL、。

会

会

場東京水産大学 千108東京都港区港南4-5-7

電話 03 (3471) 1251 (代)

期 :1992年 3月27日(金)1 
|海苔栽培業見学会

28日 (土)J 

29日 (日)編集委員会 ・評議員会

30日 (月) 口頭発表 ・総会 ・懇親会

31日(火) 口頭発表 ・展示発表

申込先 :

大会 ・懇親会 ・発表の申込票および発表要旨の送付，見学会の申込，その他連絡は下記宛にお願いします。

〒108東京都港区港南4-5-7

参加申込

東京水産大学資源育成学科大業英雄気付

日本藻類学会第16回大会準備委員会

電話 03 (3471) 1251 内線 437(大築)

FAX 03 (3474) 2165 (発表要旨の送付は受付けません)

1 )大会参加者は，発表の有無にかかわらず，本誌に綴込みの大会申込票に必要事項を記入して，上記の第16

回大会準備委員会宛にお送り下さ L、。

2)大会参加費4，000円 (学生3，000円)，および懇親会費3，000円を同封の振替用紙でお送り下さい。

送金先 -郵便振替口座東京2-604139

日本藻類学会第16回大会準備委員会

3)大会参加申込，送金，下記の発表要旨送付の締切は1992年1月10日です。

発 表.発表を希望される方は，本誌に綴込みの発表申込票に必要事項を記入し，発表要旨の原稿を添えてお

申込み下さい (1992年 1月10日必着)。

1 )発表は，口頭発表と展示発表の 2種類があります。希望する方をOで囲んで下さ L、。

2) 口頭発表 発表時聞は，質疑応答のl時聞を含めて15分です。

使用スライドは 35mm)坂，スライド枠には，図 lのように発表者氏名，発表番号(大会プログラムに記

されているもの)，スライド総枚数， I決写順序，上辺マークをご記入下さL、。同じスライドを繰返し映写

する場合は，それに見合う枚数をご用意下さ L、。

3)展示発表 :パネノレの大きさは， 1 題につき，縦1.8m X横 0.9m の予定です。展示パネノレの上部には，図

2のように発表番号，演題，氏名，所属を明記して下さL、。その他のスベースは自由に利用して下さ L、。

表題には 5cm以上，説明文には lcm以上の文字を使用し，文章は必要最小限にとどめて下さL、。

展示物の貼出しは， 30日午前中にお願い致します。



映写順序
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品川由香里 1....氏名

使用スライド記入例

発表番号叶 15

図 l

展示パネル説明図

ワープロまたはノξ ソコン (24ドット以上

図 2

4)要旨原稿は，以下の要領 ・見本にしたがって，タイプライター，

の印字)で作成して下さい。

①原稿は， B5 用紙(オニオ ンベーパーなどの薄手の用紙は避けてくださL、)に明瞭な黒色(カーボン リ

ボン等を使用)で印字して下さい。

②原稿は演題等も含めて，縦 150mm X横 100mmの範囲内に24字 X 22行の印字を標準とします(枠で囲

まないで下さし、)。

③著者名，演題，要旨本文，所属の順に書いて下さい。

④著者が複数の場合は，演者名の前にOをつけて下さい。また，所属が異なるときは著者名の後に*印を

付し，区別して下さい。

⑤ l行目は，はじめの 3字分 (約 12.6mm)をあけて下さい (発表番号が入ります)。

演題と要旨本文との聞は l行分あけ，要旨本文は，はじめの 1字分をあけて下さい。

⑥所属は( )内に入れて，最下段に表示して下さL、。

⑦和文原稿の場合，句読点は r，J(コンマ)と roJ (マノレ)を使用して下さL、。

⑤学名等，イ タリックで表示する場合，イタリック文字を使用するか，その部分に下線をつけて下さい。

⑨原稿は約 2/3に縮小し，そのままオ フセット印刷されます。折り曲げずに郵送して下さい。なお，著者

校正はありませんので， ご注意下さ L、。



日本藻類学会主催 1毎苔栽培業見学会'のお知らせ

下記の要項により，海苔栽培業見学会を開催致します。

1 期日 :1992年 3月27日(金)~28 日 (土)

2. 日 程・ 3月27日(金)JR内房線上総湊駅前に集合

海苔栽培業見学

富津市「鈴孝荘」宿泊

3月28日 (土)海苔栽培業見学

JR内房線大賞駅前にて解散

3 見学先 天羽漁業協同組合湊のり生産組合

千葉県富津市湊1155

新富津漁業協同組合

千葉県富津市富津2430-1

(社)千葉県のり種苗センター

千葉県富津市小久保3090

4 参加費:交通費実費

昼食費実費

宿泊費約6，000円

懇親会費 2，000円

5. 定員 :30名

希望者多数の場合には先着順と致しますので，予めご了承下さい。

6 申 込 参加希望者は，往復葉書に 1)氏名， 2)連絡先，3)所属を明記の上， 1992年 1月10固までに，上

記の第16聞大会準備委員会宛にお申込下さい。

7 その他 雨具 (カッパ)，防寒衣等をご持参下さい。

なお， 日程等の詳細につきま しては，追って参加決定者にご通知致します。



要旨原稿の見本
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O工藤利彦*・増田道夫件:紅藻シ注ウジ ョウケノリの j

:形態学的研究

日本沿岸各地に生育する紅藻 ショウジ ョウケノ リには，

:Polysiphonia urceolat~ (Dillwy吋Grevilleの学名が与えられてき :

:1-こo

....したがって，本邦産ショ ウジョ ウケ ノリの学 i

:名は P senticulosaに変更されるべきである と結論された。

ゲ札幌大 ・生物， 料北大 ・理 ・植物)

「一ーー一一-一ー一一一一ーーーー 一---・ーーーーーーーーーーーーーー ー・ーーーーーーーー一一一 一一一一 一一一一一一一---ーーーーー一，一司.-・ー--一一一ー可.-ーー一一一ー-------ー『

OBoo， S.M.，* J. Rueness，** I.K. Lee*料 and T目 i

Yoshida****: A New Combination in Aglaothamnion 

(Ceramiaceae: Rhodophyta) 

Examination of the type specimens of Callithamnion 

callophyllidicola and living materials ∞llected from Tyoshi: 

and'" 

-・betweenA. callophyllidicola and C. minutissima is : 

discussed 

(*Chungnam Nat'] Univ.，料OsloUniv.，*料

Seou1 Nat'l Univ.，料**HokkaidoU niv.) : 

(原稿には枠をつけないで下さL、)



日本藻類学会第16回大会申込用紙

大会 ・懇 親会申込票

(フリガナ)

氏名:

連絡先(自宅・勤務先):~ 

所属:

発 表: する(単独・連名)，しない。

懇親会: 参加，不参加。

送金額:(不必要な個所を消して下さい。同封の振替用紙で御送金下さい。)

大会参加費 4，000円(学生 3，000円)

懇親会費 3，000門 送金合計額 円

発表申込 票

(連名の場合は演者が申込みをし，演者の左肩に0印をつけて下さい)

発表の種類(希望する方をOで囲んで下さい)

口頭発表， 展示発表。

発表番号(当方で記入します): 

氏名(所属): 

演題:

連絡先:(連名の場合は演者) 重量






